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1.研究の背景と意義
外国語／第二言語学習（1）の学習者に内在する要因には認知的要因，情意的要因があるとされる
（Elis,2004;倉八，1991）。しかし，第二言語学習においては認知的要因の研究が優先され，情意的要
因の研究がないがしろにされてきた（Swain,2013）。その理由のひとつに認知的要因に比べて，情意
的要因の定義の困難さ，さらにそれを測定する尺度の困難さが挙げられている（Imai,2010）。しかし，
第二言語学習研究における情意的要因の重要性は指摘されている。Imai（2010）やSwain（2013）は，
学習者同士の協働活動の対話分析などから，情意（2）は個人内で起こる事象ではなく，個人間で起こ
る社会的，文化的な事象と捉え直すことができ，学習者の言語習得の再構築に大きな役割を果たして
いる，とその重要性を指摘している。情意的要因の中でも動機づけについては，構成概念の種類，学
習成果などとの関連を含め研究が進められている。しかし，そのほかの情意的要因たとえば学習に対
する態度，不安，自尊感情などに関しては，第二言語学習にどのように関連しているか，また，それ
らの情意的要因間にどのような関連があるかの研究はまだ少ない。日本語学習の研究においても同様
に，動機づけ以外の情意的要因に関する研究はその重要性が指摘されている（倉八，1991）にもかか
わらず，ほとんどなされていない。
さらに，言語教育の観点から学習者要因を捉えると，教師主導の従来の教授法では，どう指導する
かの教師の教授法に関心があり，学習者の要因，中でも学習者の感情や情意は重視されてこなかった。
しかし，コミュニカティブアプローチのような学習者主体の教授法では，教師は学習の主体者であ
る学習者の自律的学習を促進する支援者の役割が期待されている（岡崎岡崎，1990）。そのためには
学習者の学習の実態に対する理解が必要であり，学習を促進する学習者要因について認知的要因だけ
でなく，情意的要因についての理解が望まれている。
本研究では，研究の少ない学習者の情意的要因について，初級日本語学習者の学習にどのような情
意的要因が関連するのかを調査し，日本語の学習成果に与える影響を検討する。本稿は，中上級学習
者を扱った石橋（2013）に続くもので，石橋（2013）の結果と比較しながら考察する。本稿での外国
語学習における情意の定義は石橋（2013）に従い，広義に捉える（3）。
2.先行研究
第二言語習得モデルに情意的変数を取り入れたのはKrashen& Terrel（1983）である。Krashen
等は言語習得における理解可能な言語入力の重要性を唱え，その言語入力を制限する障壁として「情
意フィルター」仮説を提唱した。情意フィルターとは，新しい言語を情意因子である動機づけ，ニー
ズ，態度，感情などに基づいて無意識にふるいにかける心理的作用の一部であるとし，言語習得メカ
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ニズムにおいて情意的要因が入力を左右する重要な要因と捉えられている。
情意的要因の中でも動機づけは，Gardner等により社会心理学的アプローチや教育心理学的アプ
ローチで研究がなされてきた（Gardner& Lambert,1959;Gardner,1988等）。Gardner等の統合的動
機づけ，道具的動機づけの概念は，その後，内発的動機づけ，外発的動機づけとして定義し直された。
Deci& Ryan（1985,2002）は，これらの動機づけの概念をさらに発展させ，自己決定の観点から動
機づけを自己決定ゼロの無動機から内発的動機づけまでの連続体と考え，自己決定理論を提唱してい
る。外国語学習の教育的アプローチでは，Dornyei等が動機づけを教室場面でのダイナミックな動
的なものと捉え直している。Dornyei（1994,2001a）では，動機づけの構成要素を言語レベル，学習
者レベル，学習場面レベルの三つに分け，学習者レベルでは学習者の達成への欲求と自信を取り上げ
ている。自信の中には言語使用不安や自尊感情などの情意的要因を含めているが，動機づけとその他
の情意的要因の関連についての実証的研究は行っていない。
外国語学習でいくつかの情意的要因を取り上げ，実証的に学習との関連を検討している初期の研究
にEly（1986）がある。Ely（1986）は，米国の大学でスペイン語を外国語として学習している学習者
を対象に，情意的要因として教室不安，リスクテイキング，授業での社交性，授業への態度，動機の
強さ，成績への関心の6要因を取り上げ，情意的要因とクラス参加や成績との関連を検討している。
その結果，教室不安は，リスクテイキングや授業での社交性の負の予測要因であり，リスクテイキン
グはクラス参加の正の予測要因であることを見出している。
日本語学習者を対象とした研究では，Samimy& Tabuse（1992）が，米国の大学の初級日本語学
習者を対象に情意的要因と成績との関連を検討している。Samimy等（1992）は，Ely（1986）の調査
票を使用して調査した結果，リスクテイキング，教室不安，動機の強さが日本語学習者の成績に影響
する要因だったと報告している。また，Saito& Samimy（1996）も同調査票で米国の大学で日本語
を学習している学習者を対象に情意的要因などと成績との関連を習熟度レベル別に見ている。結果は，
教室不安がレベルに関係なく高い数値を示し，中上級では教室不安が成績の予測要因であったとして
いる。しかし，初級では学年が予測要因になっていたとし，レベルにより成績と情意的要因との関連
が異なったと報告している。いずれも米国での大学生を対象とした研究で，教室不安が日本語の学習
に影響している結果になっている。英語母語話者にとって日本語が一般的な外国語ではないことによ
る影響であるとされる。
国内の日本語学習者を対象とした研究では，元田（2005）が情意的要因の教室不安と自尊感情など
の関係を実証的に検討している。その結果，日本語の教室不安と自尊感情は負の相関関係があること，
動機づけと教室不安には有意な相関はなかったことを見出している。さらに，自尊感情を全体的自尊
感情と日本語での自尊感情に分けて分析した結果で，日本語での自尊感情が全体的な自尊感情より日
本語の教室不安との関係が強かったと報告している。しかし，元田の研究は，母語が様々な学習者を
対象としているために，結果には母語と日本語の類型論的相違度などからくる影響を受けていること
が考えられる。しかし，外国語学習に影響を及ぼす情意的要因の中で自尊感情を取り上げ，他の情意
的要因との関連を指摘していることには意義があるといえよう。日本語学習者を対象にした研究で，
自尊感情を含め広範囲に学習者の情意的要因を取り上げ，言語学習成果などに及ぼす影響を検討して
いる研究は管見の限り石橋（2013）の他にない。石橋（2013）は，外国語学習環境で日本語を学習し
ているタイ人中上級学習者を対象に，自尊感情を含めた教室不安，リスクテイキング，授業での社交
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性，動機の強さ，授業への態度，日本語での自尊感情，成績への関心の7要因の情意的要因を取り上
げ，Ely（1986），元田（2005）を参考にした調査票で調査を実施している。石橋は，情意的要因のど
の要因が学習に関連すると学習者は認識しているのか，情意的要因間に関連があるのか，学習成果の
成績と関連する情意的要因は何かについて検討した結果，タイの中上級学習者は動機の強さ，授業で
の社交性，授業への態度の情意的要因の得点が高く，教室不安や，リスクテイキングが低いことが判
明した。また，学習成果の成績を予測する要因は動機の強さと成績への関心であり，米国での日本語
学習者を対象とした先行研究の結果と異なっていた。石橋（2013）の研究は中上級の学習者が対象で
あり，学習初期の初級学習者の情意的要因と学習の関係については明らかでない。そこで，本研究で
は外国語学習環境下のタイ人初級学習者を対象に，日本語学習者の学習に関わる情意的要因を検討し，
中上級学習者の結果（石橋，2013）と比較し，習熟度の観点から情意的要因と学習の関連を考察する。
各情意的要因の定義は石橋（2013）を参照。
3.研究目的と研究課題
本研究は，初級日本語学習者の学習に関わる情意的要因を明らかにし，情意的要因間の関連および
情意的要因の学習成果へ与える影響を検討する。さらに，中上級日本語学習者の結果と比較し，習熟
度による考察を加える。研究結果から学習者の情意的要因を考慮した教室活動への示唆が得られるこ
とを目指す。
具体的な研究課題は以下の通りである。
（1） 初級日本語学習に関わる情意的要因の中で高い数値を示すのはどの要因か。
中上級の学習者の結果と比較して，習熟度による差はあるのか。
（2） 初級日本語学習者の情意的要因間にどのような関連があるのか。中上級の学習者の結果と比
較して，習熟度による情意的要因間の関連に相違はあるのか。
（3） 初級日本語学習者の情意的要因のどの要因と日本語の成績は関連するのか。中上級の学習者
の結果と比較して，習熟度による成績との関連に相違はあるのか。
（4） 初級日本語学習者の成績を予測する情意的要因は何か。予測要因に習熟度による相違がある
のか。
4.研究方法
4.1 対象者
タイの大学で日本語を学習している初級学習者56名である。初級の判定は，日本語能力検定試験
の3級またはN3に合格していないこととした。比較した中上級の学習者は124名で石橋（2013）の
対象者である。
4.2 手続き
調査は，日本語学習に関わる情意的要因の調査票（石橋 2013）を使用し，日本語のクラスで実施し
た。調査票の項目は「教室不安」（5項目），「リスクテイキング」（6項目），「授業での社交性」（5項目），
「動機の強さ」（7項目），「授業への態度」（4項目），「日本語での自尊感情」（8項目），「成績への関心」
（2項目）で，7要因37項目（4）である。各調査項目に対して，「非常によく当てはまる（6）」から「ま
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ったく当てはまらない（1）」の6件法で回答を得た。調査票は，各情意的要因の順序による回答への
影響を除くために「教室不安」からのもの（Aバージョン）と「日本語での自尊感情」からのもの（B
バージョン）を用意した。各バージョンは対象者約半数ずつに実施した。調査票は，日本語にタイ語
を併記してある。日本語の学習成果は，調査学期の学期末の日本語の成績を使用した。
調査時期は2013年7月と10月である。
5.結果と考察
5.1 情意的要因の記述統計と習熟度による比較
各質問項目の回答に「非常によく当てはまる」6点から「まったく当てはまらない」1点の得点を
与え，情意的要因別の平均値，標準偏差を算出した。情意的要因別に初級と中上級の習熟度による平
均値の差を検定するためにt検定を行った。中上級の結果は，石橋（2013）による。表1に結果を示
す。データの分析には，統計ソフトSPSSver.19を使用した。
表1より初級の対象者では，「授業への態度」，「動機の強さ」の要因の平均値が高く，「授業での社
交性」「成績への関心」も高い。「教室不安」，「リスクテイキング」が比較的低い平均点である。表1
の中上級の学習者との平均値の差を見ると，初級の学習者は「授業への態度」と「日本語での自尊感
情」では0.1％の有意差で，「動機の強さ」は1％の有意差で平均値が高いことが判明した。また，
「成績への関心」も5％の有意差で平均値が高い。一方，中上級では，初級に比べて「リスクテイキ
ング」が5％の有意差で高く，「教室不安」は有意傾向で高いことがわかった。日本語の習熟度によ
り，日本語学習に関わる情意的要因に差があるといえる。初級の学習者は，日本語に関する自尊感情
も強く，日本語に対する学習の動機も強いことが読み取れる。日本語の学習が進むと，初級で持って
いた動機の強さや日本語での自尊感情が減少する傾向が見られる。米国で日本語を外国語として学習
している学習者を対象としたSamimy& Tabuse（1992）の結果は，「教室不安」が高い数値を示し
ている。日本語が日常話されていない環境での日本語学習においては外国語としてのニーズの高さ，
言語間の類型論的困難感等などから，日本語学習に関連する情意的要因の数値が異なることが示唆さ
れた。
次に，対象者の情意的要因間同士に関連があるのかを検討する。
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表1 情意的要因の平均値，標準偏差，t値 （ ）内は標準偏差
情意的要因 初級（N＝56） 中上級（N＝124） t値
教室不安 3.41（.97） 3.72（1.07） 1.83+
リスクテイキング 3.04（.53） 3.27（.67） 2.21*
授業での社交性 4.73（.66） 4.54（.72） －1.59ns
動機の強さ 5.07（.67） 4.73（.77） －2.88**
授業への態度 5.29（.74） 4.48（.92） －6.23***
日本語での自尊感情 4.05（.77） 3.51（.76） －4.25***
成績への関心 4.50（1.25） 4.05（1.15） －2.30*
***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05,＋.05＜p＜.10
5.2 情意的要因間の関連と習熟度による比較
日本語学習に関わる情意的要因間の関連を見るために，相関係数を算出した。表2に相関係数の結
果を示す。
表2より，初級では，「動機の強さ」は「日本語での自尊感情」と「授業への態度」間にそれぞれ
1％水準で有意に正の相関が観察された（r＝.58**,r＝.41**）。さらに「日本語での自尊感情」と「授
業への態度」間に有意な正の相関が見られ（r＝.41**），「授業への態度」と「授業での社交性」間に
も有意な正の相関があった（r＝.53**）。一方，「教室不安」は，「日本語での自尊感情」，「動機の強さ」，
「リスクテイキング」間にそれぞれ有意な負の相関が見られた（r＝－.51**,r＝－.41**,r＝－.38**）。
以上より，初級の日本語学習者では，動機が強い学習者は日本語での自尊感情が高く，授業への態
度も積極的であり，日本語での自尊感情が高いと授業へも自信を持って臨むこと，さらに授業への態
度に自信を持つ学習者は，教室活動などに社交性を発揮する傾向があることが示唆される。他方，教
室不安に関しては，教室での不安が高い学習者は自尊感情が低く，学習動機も弱くなり，授業への態
度も積極性を欠く傾向があることがわかる。
中上級学習者の情意要因間の相関は，初級学習者のそれと相関係数に違いがあるが，要因間で正の
相関を示す要因，負の相関を示す要因にはほぼ違いがなかった。しかし，相関係数の数値に大きな差
が認められたものがあった。初級の学習者では「動機の強さ」と「リスクテイキング」に5％有意で
正の相関があったが（r＝.33*），中上級学習者にはほとんど相関はなかった（r＝.05）。負の相関があっ
た要因間では，初級では，「動機の強さ」と「教室不安」間に1％有意の相関が見られたが（r＝－.41**），
中上級の学習者では負の相関がほとんど認められなかった（r＝－.06）。このことは，日本語の習熟度
が上がると動機の強さと授業でのリスクを冒す冒険心との間に関連はないが，初級では，日本語の学
習動機の強さは，授業での活動で間違いなどを恐れずリスクを冒して参加することが示唆される。反
対に教室不安に関しては，初級の学習者は動機が強いと教室不安は少なくなる傾向があるが，中上級
では，動機の強さと教室での不安の関連は低いことが示唆される。また，教室で不安を感じる学習者
は，中上級では授業への社交性が下がり，授業での学習者同士の活動に積極性がなくなる関連がある
が，初級では教室不安は授業での社交性にはほとんど関連しないことがわかる。このことより，日本
語の習熟度により，情意的要因間の関連が異なる要因があることが示唆される。
次に，情意的要因のうちどの要因が日本語の成果である成績と関連するのかを検討する。
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表2 日本語学習に関わる情意的要因間の相関 初級:左斜め下の数値，中上級:右斜め上の数値
情意的要因 教室不安
リスクテイ
キング
授業での
社交性
動機の強さ
授業への
態度
日本語での
自尊感情
成績への
関心
教室不安 1.00 －.58** －.44** －.06 －.28** －.53** .02
リスクテイキング －.38** 1.00 .30** .05 .19 .38** －.05
授業での社交性 －.03 －.17 1.00 .18* .33** .28** －.04
動機の強さ －.41** .33* .13 1.00 .68** .36** .01
授業への態度 －.14 .11 .53** .41** 1.00 .45** －.16
日本語での自尊感情 －.51** .32* .18 .58** .41** 1.00 －.05
成績への関心 .16 －.08 .01 .12 .11 .17 1.00
**p＜.01,*p＜.05
5.3 情意的要因と成績との関連および習熟度による比較
日本語の成績は，学期末に実施した日本語テストの総合点を使用した。実施クラスにより実施テス
トが異なり平均点が異なるので，標準得点を算出して成績得点とした。日本語学習における学習者の
情意的要因の中でどの要因が日本語の成果である成績に関連するのかを検討するために各要因と日本
語の成績得点の相関係数を算出した（5）。表3に相関係数を示す。
表3より，初級では，「動機の強さ」，「日本語での自尊感情」が成績と有意な正の相関にあった
（r＝.46***,r＝.41**）。一方，中上級でも，全体に相関係数値は低かったが，「動機の強さ」，「日本語で
の自尊感情」が成績と有意な正の相関が認められた（r＝.25**,r＝.19*）。さらに中上級では，「教室不
安」と成績間に有意な負の相関が認められた（r＝－.15*）。本研究のタイの学習者の場合，習熟度が
上がっても，成績と関連するのは動機の強さと日本語での自尊感情であり，日本語学習への強い動機，
日本語での自尊感情を持つ学習者がよい成績を得る傾向が示唆された。また，習熟度が上がると，教
室不安が高いことと成績の低さが関連を持つことが示唆された。
以上の情意的要因間の関連や，情意的要因と成績との関連は，どちらかの要因が高まると他の要因
も高くなる，または低くなるという関連を表すもので，情意的要因間の因果関係や情意的要因と成績
との因果関係を表すものではない。
最後に，どの情意的要因が成績に影響を及ぼすのかを明らかにするために，情意的要因と成績の因
果関係を検討する。
5.4 習熟度別の日本語の成績を予測する情意的要因
日本語の成績に影響する情意的要因，つまり，成績を予測する情意的要因を探索するために，成績
を従属変数，各情意的要因を独立変数とする重回帰分析を実施した（6）。さらに，「動機の強さ」と他
の情意的要因との関連が強いために，「動機の強さ」を従属変数，残りの情意的要因，成績を独立変
数とする重回帰分析を行い，「動機の強さ」に影響する要因を検討した。重回帰分析はステップワイ
ズ法を使用した。図1に初級，図2に中上級の結果を示す。
図1より，初級の場合は，成績に影響を及ぼす情意的要因は「動機の強さ」や「成績への関心」で
ある（β＝.44***,β＝.25**（7））。図2より，中上級の場合，「動機の強さ」がプラスの正の影響（β＝
.25**）と「教室不安」がマイナスの負の影響を及ぼしている（β＝－.16*）。初級も中上級も動機の強
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表3 情意的要因と日本語の成績との相関
情意的要因 初級（N＝56） 中上級（N＝124）
教室不安 －.18+ －.15*
リスクテイキング .05 .09
授業での社交性 －.12 .08
動機の強さ .46*** .25**
授業への態度 .17 .14+
日本語での自尊感情 .41** .19*
成績への関心 .30+ －.20
***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05,＋.05＜p＜.10
さが成績に影響しており，初級の場合は特に強い影響を及ぼしていることがわかった。しかし，「動
機の強さ」に影響している情意的要因は初級と中上級で異なっていた。初級では「日本語での自尊感
情」が強い影響を及ぼしていることがわかる（β＝.47***）。一方，中上級では，「動機の強さ」に影響
しているのは「授業への態度」であり（β＝.70***），非常に強い影響を及ぼしていた。また，成績は
習熟度に関係なく動機の強さに影響していた（β＝.27*,β＝.17*）。
この結果は米国の日本語学習者を対象としたSaito& Samimy（1996）と異なる。Saito等では，
初級，中級，上級の学習者を対象にレベル別に成績に影響する情意的要因の予測要因を検討している
が（9），すべてのレベルでは教室不安が予測要因であった。このことは，学習者の母語が異なると外
国語学習に関わる情意的要因が異なること，学習者の母語に関わる文化が異なるとその中で発揮され
る学習への情意的要因も異なることが示唆され，Cole（1996）が指摘しているように社会文化的なア
プローチで情意的要因も研究される必要がある。
さらに，本研究では，動機の強さに影響する情意的要因が初級と中上級で異なった。初級では日本
語での自尊感情であり，中上級では授業への態度であった。動機の強さの継続には，初級では学習者
の持っている自尊感情を重視した教室活動を試みること，中上級では教室活動に積極的に参加させる
意欲を持たせることの重要性が示唆された。本研究の対象者と同じタイ人学習者の動機づけの種類と
成績を検討した成田（1998）では，統合的動機づけの高い学習者がよい成績であったと報告している。
本研究では動機づけの種類ではなく，強さを見ているが，動機が成績に影響する点では結果を支持し
ているといえる。先行研究の成田（1998）と異なる本研究の意義は，様々な情意的要因を検討したこ
とであり，情意的要因の中でも動機の強さがレベルに関係なく学習成果である成績の予測要因である
ことが判明したこと，さらに，対象者の動機の維持継続が日本語教育の学習者要因で重要であること
が確認されたことであろう。学習が進むにつれて，カリキュラムが会話中心から漢字語句を多く含む
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図1 初級学習者の情意的要因が成績および動機の強さに与える影響
図2 中上級学習者の情意的要因が成績および動機の強さに与える影響
数値は有意な標準偏回帰係数（β）
***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05
（8）
数値は有意な標準偏回帰係数（β）
***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05
読み書き重視に移行することから，学習者の持っている日本語における動機をいかに維持していくか
の工夫が教師だけでなく，学習主体の学習者にも要求されよう。
Dornyei（2001b）は，英語教育の動機づけを高める指導実践のモデルで，動機づけの維持，保護す
る段階での実践として「学習をわくわくして楽しいものにする」「学習者の自尊感情を大切にし，自
信を高める」，「学習者の自律性を育む」などを挙げている。本研究での初級学習者が日本語での自尊
感情が動機の強さに影響を及ぼしている結果はDornyei（2001b）のモデルの一部を実証したが，動
機の強さの維持には習熟度により異なりがあったことから，学習への情意的要因の関連は，学習言語，
学習環境，学習レベルなどを考慮した実践研究の必要性が示唆される。倉八（1991:24）は「学習者
の情意面のどのような要因が外国語学習を規定しているのかが教授環境との交互作用という視点から
検討され，理論的な検討がなされたうえで，学習者の情意的側面の個人差に適合したより効率的な外
国語学習は何か，という実践的研究が行われていくことが必要であろう」と指摘しており，本稿の示
唆と共通する。
6.まとめと今後の課題
本研究では，外国語として日本語を学習しているタイの初級学習者56名を対象に，質問調査票に
て日本語学習に関わる情意的要因（教室不安，リスクテイキング，授業での社交性，動機の強さ，授業への
態度，日本語での自尊感情，成績への関心）を調査し，学習者が認識している情意的要因の実態，情意的
要因間の関連，学習成果との関連，影響を検討した。さらに，中上級の学習者を対象とした石橋
（2013）の結果と比較し，学習の習熟度の観点から考察した。
研究課題別の結果は以下の通りである。
（1） 初級学習者は，情意的要因の中でも「授業への態度」，「動機の強さ」，「授業での社交性」の
平均値が高かった。習熟度の比較では，初級の学習者は，「授業への態度」，「日本語での自尊
感情」，「動機の強さ」，「成績への関心」で有意に中上級の学習者より得点が高かった。
（2） 初級学習者は，「動機の強さ」と「授業への態度」間，「日本語での自尊感情」と「授業への
態度」間，「授業への態度」と「授業での社交性」間に正の有意な相関があり，「教室不安」
は「日本語での自尊感情」，「動機の強さ」，「リスクテイキング」に負の有意な相関が認めら
れた。中上級の学習者の情意的要因間との関連には一部差が認められた。
（3） 初級学習者の情意的要因と成績との関連は，「動機の強さ」「日本語での自尊感情」の相関が
高く，中上級の学習者も他の情意的要因に比べて同じ傾向を示した。
（4） 初級学習者の成績に影響する情意的要因，つまり成績を予測する情意的要因は「動機の強さ」
と「成績への関心」であった。中上級では「動機の強さ」と「教室不安」であり，習熟度に
より予測要因が若干異なった。
本研究の対象者の学習者は，いくつかの情意的要因の中でも「動機の強さ」が日本語の成果である
成績に影響を及ぼすことが判明した。日本語の習熟度に関係なく，「動機の強さ」が関連するが，習
熟度が上がると「動機の強さ」の影響が若干減少し，「教室不安」が成績に影響することも明らかに
なった。このことから，初級で抱いている動機の強さを軽減することなく，いかに維持していくかの
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教室活動の工夫が教師に求められることが示唆された。
本研究は，外国語環境下で日本語を学習しているタイ人学習者が対象であり，結果の一般化には制
約がある。外国語学習環境下でも異なる母語，文化を持つ学習者での検証が必要であろう。全体的傾
向を探索するために，研究手法として調査票による量的研究の手法をとったが，Imai（2010）などの
研究のように，学習活動の中でどの情意的要因が関連しているのか，また，学習を支援しているのか
などの質的研究も今後必要であろう。
注
（1） 本稿では「第二言語」と「外国語」を特に使い分けていない。先行研究に言及しているところはその使用
表現に従っている。但し，「外国語環境下」の場合は，教室外で日常的に目標言語が使用されていない環境
の意味で使用している。
（2） Imai（2010），Swain（2013）では，認知（cognition）と感情（emotion）を対比させており，感情の定
義はしていないが，不安，喜びなど広く捉えており，情意と重複する。
（3）「情意」とは「感情に関係した」という意味であり，情意的な領域は学習者間の個人差を構成し，外国語学
習における成功度に影響すると考えられる三つの領域の一つである（『外国語教育学大辞典』大修館書店
p.9）。
（4） 調査票37項目は，石橋（2013）表1を参照。pp.（36）（37）.
（5） 石橋（2013）の中上級の成績は会話の成績を使用したが，本研究の初級では，一部のクラスで会話の成績
がなく総合点のみであったため，日本語の成績は総合点を使用した。それに合わせて，中上級の成績も総
合点を使用している。
（6） SPSSによる重回帰分析は小塩（2004）を参照。
（7） β（標準偏回帰係数）:各独立変数が従属変数に及ぼす影響の向きと大きさをあらわす（小塩，2004:95）。
（8） R2（重決定係数）:独立変数全体が従属変数を予測説明する程度をあらわす（小塩，2004:95）。
（9） Saito& Samimy（1996）の情意的要因には自尊感情は含まれていない。
付記
本稿は，日本教育心理学会第56回総会（2014年，神戸国際会議場）および第25回第二言語習得研究会全国
大会（2014年，筑波大学）で発表したものに加筆，修正を加えたものである。
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